
特集　生物多様性を高める林業経営と木材利用

26－令和６年度森林及び林業の動向 

３．生物多様性を高める林業経営と木材利用に向けて 

(１)生物多様性への林業経営の貢献 
(生物多様性に対する林業経営の意義) 

我が国においては、森林資源の状況や森林・林業をめぐる情勢、
社会の要請等も踏まえつつ、森林における生物多様性保全に関す
る施策を講じてきた。原生的な天然林など自然の推移に委ねるこ
とを基本とする森林においては、厳格な保護・管理を引き続き行
っていくとともに、今後は、林業生産活動等を通じた経営管理が一定程度行われてきた森
林について、生物多様性を確保していくことが一層重要となっている。しかしながら、こ
れまで生物多様性を高めるための森林の管理手法については明確には示されておらず、森
林における生物多様性に関する取組の情報発信も十分には行われてこなかった。 

このため、林野庁では令和６(2024)年３月に、これまでの生物多様性保全のための森林
管理の実践例も参考にしつつ、生物多様性を高めるための林業経営の在り方を示すことを
目的として、林業事業体等31を対象に「森林の生物多様性を高めるための林業経営の指針」
を取りまとめた。「森林の生物多様性を高める」とは、同指針において「生物多様性への
負の影響を回避し、機能の低下した森林の再生を通じた生物多様性の回復を図ることも含

 
31 実質的に森林の管理の担い手となっている森林組合、林業事業体、社有林保有企業体、森林所有者等と協定を結んで

森林管理に取り組む企業体、自伐林家、公有林を所有する自治体等。 

森林と生物多様性 
https://www.rinya.maff.go.jp/j
/sin_riyou/tayousei/top.html 

事例 特－２ 林業を通じて多様な林齢・樹種からなる森林配置へ誘導 
株式会社山一木材(和歌山県新宮

しんぐう
市)は、苗木生産から木材販売までを行う会社であり、「伐

採と造林の一貫作業システム」を採用し、伐採した後は自社で生産したコンテナ苗により確
実に植栽を実施している。 

植栽に当たっては、林業適地では、スギ、ヒノキによる再造林を実施し、森林資源の循環
利用のサイクルの確立を図るとともに、経済的に不利で林業に適さない箇所では、木材生産
を目的とせず、ウバメガシやクヌギなど広葉樹等を植栽することで、野生生物の生育・生息
に適した森林を造成している。また、伐採木の集材には架線を、苗木の運搬には大型ドロー
ンを用いることにより林地の保全にも配慮している。 

このような林業経営における工夫が、多様な林齢、樹種からなる森林配置への誘導に貢献
し、地域の森林の生物多様性を確保することにつながっている。 

一貫作業により伐採後は確実に植栽 経済的に不利な箇所は広葉樹等を植栽 
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